
LEARN WITH ソフトバンク 〜魔法のプロジェクト〜 

インクルーシブ教育 実践事例 
 

事例の活用について 

※本事例の知的財産は投稿者に留保されます、使用される際には出典として 

「 LEARN WITH ソフトバンク 〜魔法のプロジェクト 組織名」 を記載ください。 

 

■基本情報 

組織名： 守口市立よつば小学校 

所在地：  

※都道府県・市区町村 

 

大阪府守口市大久保町 2 丁目 17－2６ 

氏名： 房前 千里 

投稿月日：    2026 年 ２月  16 日 

 

■インクルーシブ対応を検討するきっかけとなった児童・生徒（※以下「対象の子ども」

と略）について 

対象の子どもの学齢 

例：小６ 12 歳 
○小・中・高 １年 7 歳 

6 年 12 歳 

障害種別： ■知的障がい、知的障がいを伴う ASD 

☐高機能自閉、アスペルガー症候群 ■読み書き障がい 

☐注意欠損多動性障がい（AD/HD） ☐肢体不自由 

☐聴覚障がい ☐構音障がい ☐視覚障がい ☐病 弱  

☐重度重複障がい ☐その他（               ） 

 

主訴（主な困り） ■読む  ■書く ☐聞く ☐見る ☐話す ■記憶する  ☐移動する   

☐その他（                        ） 

その他補足 ・自閉症・情緒障害学級 1 年生 6 名 

ひらがな習得に困難があり、書き写しはできるが、自分で滑らかに

想起して書くことが難しい。日常的に使用する語は次第に読めるよ

うになってきているが、読みながら理解することは難しい。 

・通常の学級に在籍する 6 年生児童 1 名 

学年相応の教科書を読むことはできるが、漢字を書くことに困難が

あり、テスト等にはひらがな表記にて回答している。 
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■対象の子どもが利用している ICT について 

①利用端末（ハード） ■タブレット ☐PC  ☐その他（            ） 

②OS ☐Windows ☐MacOS ☐Chrome  ☐Android  ■ iOS ☐その他                          

③使用した ICT の機能やアプリを教えてください。複数あれば、ボックスを追加して記載

してください。ネイティブアプリ（最初から搭載されているアプリ）の URL は記載不要

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④上記の ICT を活用して、対象の子どもの困りをどのように軽減されたかを詳しく記載く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称：Keynote 

紹介 URL：  

1年生（自閉症・情緒障害学級） 

1学期：特別支援学級にて学習する際にデジタルワークシートとして使用した。当初は、教員が「Keynote」にて作成したワークシート

をプリントアウトして児童が使用していた。児童が口頭にて回答したことばを、モニターに投影したワークシートに教員がデジタルペンシルで

書き表し、児童が見て、自分で書き写すようにした。回答欄に書く際には、児童が自分で確認できるよう回答欄の枠線に色を付けるこ

とで、色を手掛かりに書く位置を確認し、どの児童も短い単語を書き写すことができるようになった。 

2学期：夏休みを経て、どの児童も半数程度のひらがなを想起して書けるようになってきた。そこで、「Keynote」でデジタル単語帳を作

成した。当初、デジタルペンシルを使用していたが、筆記スキルが十分でないことや、滑りやすく紙に書くよりも文字の形が崩れやすかっ

た。そこで、文字入力を試みたところ、教員と同じ整ったカードが作成できると、児童は意欲的に取り組んだ。イラストを手がかりに単語を

想起し、ひらがな 50音入力で入力したり、自分の声で読み方を録音するなどし、児童が自分で何度も見たり聞いたりして確かめること

のできるツールとなった。50音入力をすることにより、自分の書きたい文字が 50音配列のどこにあるか素早く探せるようになったり、紙の

教材よりも集中して取り組んだりする様子が見られた。また、コミュニケーションが一方的になりがちな児童が、友だちにタブレット端末の操

作を教えるなど、児童同士で教えたり、聞き合ったりするなどの相互作用が見られた。国語科で知らせたいものを見つけ、友だちに知らせ

る学習では当初写真を撮っていたが、翌日になぜその写真を撮ったのか、何を伝えようとしていたのか詳しく話せないことがあった。そこで、

ほめスタ（試行版）を用いて自分が注目していた箇所にスタンプを押すことにした。スタンプを押すという行動を介して、何を伝えようとし

ていたのか、なぜそれを選んだのかエピソードを思い出すことができる児童が多かった。そこで、「Keynote」にスタンプを押してある写真を

貼り、エピソードを思い出しながらメモを作成したり、短い単語を入力したりして発表し合った。できあがったメモや文はクラス内「Teams」

にて共有したり、プリントアウトして校内の掲示板にも掲示したりした。 

3学期：文字入力が得意な児童にはローマ字表を見ながらローマ字入力を行ったり、紙のワークシートの方が取り組みやすい児童には

プリントを配布したりする等、児童が取り組みやすい方法を選択して学習するようになってきた。「Keynote」で作成した単語カードに録

音する活動はどの児童も好んで続けている。また、通常の学級で端末を使用して学習する際にも、自分で操作し学習に参加している。 

名称：ほめスタ（試行版） 

紹介 URL： https://www.tpj.co.jp/information/archives/79 

名称：もじソナ（トライアル版） 

紹介 URL： https://mojisona.com/ 

名称：MicrosoftTeams 

紹介 URL： https://apps.apple.com/jp/app/microsoft-teams/id1113153706 
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■インクルーシブ対応状況について 

1 インクルーシブ対応の検討の  児童生徒は、どの範囲まで利用が可能ですか？ 

教科 ☐全ての教科で使用可能  ■特定の教科のみ使用可能 

場所 ☐通級等のみ  ■クラス限定  ☐学年限定  ☐学校全体 

利用シーン ■宿題  ■授業中  ☐小テスト  ☐定期テスト ☐その他

（        ） 

 

2 周囲の児童生徒が ICT を使用するにあたり、個別の許可が必要ですか？ 

☐はい  ■いいえ 

 

■インクルーシブ対応に向けての工夫について 

①前問で、「いいえ」と回答された方にお伺いします。環境整備に向けた実施事項/工夫点

について記載ください 

 

  

6年生（通常の学級） 

児童は、学習内容は十分理解でき、漢字の学習を除いてはテストでも 9割程度回答できる状態であった。漢字は読めるが、想起して

書くことが非常に難しかった。小学校ではひらがな表記で回答することを認められてきたが、中学進学後は各教科につき 1冊程度は回

答欄のスペースが小さいワークブックが配布されることや、多量の板書をノートに書き写すことが過度な負担になる可能性について保護者

と相談するに至った。アセスメントを行い、漢字は年齢相応に読めることを確認しており、タブレット端末で予測変換の中から正しい漢字

を選択して入力することはできる。しかし、中学校に進学するとタブレット端末のアカウントが変わってしまうことや、指導期間が限られてい

たことから、簡単な操作でワークブックを PDF にし、回答欄に枠線を貼り入力することができるアプリを児童と試した結果、web アプリ「も

じソナ」（トライアル版）を GIGA端末にて使用できるようにした。児童はこれまで漢字が書けないことは相談しても仕方がないと思いこ

んでいた。しかし、GIGA端末でワークブックへの取り組み方を指導した際には非常に驚き、勉強したらこの学校に行きたいから調べて欲

しいと自分の将来の夢を話した。今後、ノートテイクやワークブックの提出方法など学習への取り組み方について、そして高等学校受験

時の合理的配慮について、教育専門員（心理士）、中学校の支援教育コーディネーターと連携しながら継続的に相談し、学びが継

続できるようサポートしていく。 

実施事項/工夫点 

 支援教育コーディネーターとして教育相談を希望した家庭から聞きとったエピソードを基にアセスメントを実施し、通級指導教室での指

導内容の検討や特別支援学級での指導計画を立てている。その際、読み書きに困難を呈している児童については、児童が選択しない

場合もあるが、ICT活用を指導の選択肢の中に盛り込むようにしている。通常の学級では ICT活用に関する学年目標や獲得すべき

スキルを設定しているが、特別支援教育の場ではより児童の理解を助け、学びへのアクセスを容易にする可能性について今後も学校内

で共有していく必要がある。 

 タブレット端末の入れ替えにより、どの児童もキーボード一体型の端末を使用できるようになった。特別支援学級においても、低学年の

児童がキーボードに興味を示す様子が見られ、ローマ字入力の学習を始める児童も見られるようになってきた。また、書字に困難がある

児童も、ひらがな 50音入力を用いることで、友だちと同様に文章を作成し、データを提出やプリントアウトによる提出が可能になってき

た。その結果、手書きでは十分に表出できなかった学習成果を、友だちに共有できる形で提出できるようになったり、学習へのハードルが

軽減したと考えられる。さらに、「Teams」を活用して宿題を出すクラスも増えており、児童が安心し学習に取り組める環境が広がりつつ

ある。 
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■その他 

参考になる写真があれば、こちらに添付してください。 

※個人の写真が含まれる場合、事前に保護者の許可が得られているものに限ります。 

詳細は投稿要綱をご確認ください。 

 

 

 

■変化や効果について 

①対象の子どもにどのような変化がありましたか 

 

 

 

 

 

 

②対象の子ども以外の児童・生徒や、学校全体にどのような変化がありましたか 

 

1年生：「教員と同じように操作をしてみたい」という端末を使用することへの憧れや意欲が学習へとつながった。文字学習自体はそれ

ぞれに合ったアプリや教材を用いているが、どの子も同じように取り組む場面を設けることで、自ずと教え合う様子が見られるようになって

きた。 

6年生：漢字が覚えられないのは仕方がないと思い込んでいた児童であったが、通級指導教室にてアセスメントを実施したり、アプリを

使って文字入力し、漢字を使って回答したりする方法を体験したことで、中学校での学習に対する見通しが少しついた段階である。漢

字の他にも苦手なことがあると話せたこともあり、静かな教室で苦手なことにも向き合える通級指導に通い始めた。 

 

本学級は 1年生が多いクラスであるが、日常的にタブレット端末を使用している様子を２、3年生が見て、自分たちもやってみたいと

取り組み始めた。2名とも書字が苦手な児童であったが、メモを見ながら入力し、通常の学級の担任に提出物を自分で提出すること

で、友だちや担任に認められることが増えた。筆記具などを選択し、手書きで学習することを選ぶこともある。通常の学級では手書きでワ

ークシートに書くことができたと通常の学級の担任から報告を受けることも増えてきた。学習内容に合わせ、「自分が取り組みやすい方法

を選択しても大丈夫である」と児童自身も理解し、取り組めるようになってきた。 

 本学級にて児童が取り組んだ成果物を掲示していたところ、他の支援学級担任もアプリの使い方や教材の作成方法を尋ねに来るよ

うになった。児童に合った方法という観点を見失わないように共有していきたい。一方、一旦合理的配慮として認められた方法でも、学

年や進学に伴い、新たな方法が検討されないままにならないことが必要である。タブレット端末をどのように使うか、数ある選択肢の中か

ら本人が自分に合う方法を選ぶことができたり、方法を見直したりできるよう教員の意識改革とシステムの構築が今後の課題である。 

 

 

 


